
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
国
民
主
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、

行
政
文
書
等
の
適
正
な
管
理
、
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
等
を
図
り
、
も
っ
て
行
政
が
適
正
か
つ
効
率
的

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に

説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）

二

定
義

１

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
行
政
機
関
」
と
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
に
置
か
れ
る
機
関
（
内
閣
府
を
除
く
。
）

及
び
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機
関
、
内
閣
府
、
宮
内
庁
及
び
内
閣
府
の
外
局
、
国
の
行
政
機
関
と
し
て
置
か
れ

る
機
関
、
施
設
等
機
関
及
び
特
別
の
機
関
で
政
令
で
定
め
る
も
の
並
び
に
会
計
検
査
院
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
及
び
別
表
第
一
に
掲
げ
る
法
人
を
い
う
も
の
と



す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
立
公
文
書
館
等
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
（
以
下
「
国
立
公
文
書
館
」
と

い
う
。
）
の
設
置
す
る
公
文
書
館
並
び
に
行
政
機
関
の
施
設
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
施
設
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
類
す

る
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
行
政
文
書
」
と
は
、
行
政
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
（
図
画
及

び
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
当

該
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
官
報
、
白
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
そ
の

他
不
特
定
多
数
の
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
及
び
歴
史
的
若
し
く

は
文
化
的
な
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
と
し
て
特
別
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
第
四
項
関
係
）

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
法
人
文
書
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
又
は
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し

た
文
書
で
あ
っ
て
、
当
該
独
立
行
政
法
人
等
の
役
員
又
は
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
当
該
独
立
行
政
法

人
等
が
保
有
し
て
い
る
も
の
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
官
報
、
白
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
そ
の
他
不
特



定
多
数
の
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
、
歴
史
的
若
し
く
は
文
化
的

な
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
と
し
て
特
別
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
も
の
等
を
除
く
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条

第
五
項
関
係
）

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
そ
の
他
の
文
書
を
い
う
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
六
項
関
係
）

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、
歴
史
公
文
書
等
の
う
ち
、
第
二
の
五
の
規
定
に
よ
り
国
立
公

文
書
館
等
に
移
管
さ
れ
た
も
の
、
第
三
の
一
の
２
の
規
定
に
よ
り
国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
さ
れ
た
も
の
、
第
四
の
一

の
２
の
規
定
に
よ
り
国
立
公
文
書
館
の
設
置
す
る
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
国
及
び

独
立
行
政
法
人
等
を
除
く
。
第
四
の
三
の
１
㈣
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
又
は
個
人
か
ら
国
立
公
文
書
館
等

に
寄
贈
さ
れ
、
又
は
寄
託
さ
れ
た
も
の
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
七
項
関
係
）

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
文
書
等
」
と
は
、
行
政
文
書
、
法
人
文
書
及
び
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
二
条
第
八
項
関
係
）

三

他
の
法
令
と
の
関
係



公
文
書
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ

の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
関
係
）

第
二

行
政
文
書
の
管
理

一

作
成

行
政
機
関
の
職
員
は
、
当
該
行
政
機
関
の
意
思
決
定
並
び
に
当
該
行
政
機
関
の
事
務
及
び
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
、
原

則
と
し
て
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
関
係
）

二

整
理

１

行
政
機
関
の
職
員
が
行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
と
き
は
、
当
該
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
行
政
文
書
に

つ
い
て
分
類
し
、
名
称
を
付
す
る
と
と
も
に
、
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
第
一
項
関
係
）

２

行
政
機
関
の
長
は
、
適
時
に
、
相
互
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
行
政
文
書
を
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
当
該
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
分
類
し
、
名
称
を
付
し
、
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）



３

行
政
機
関
の
長
は
、
保
存
期
間
及
び
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
第
四
項
関
係
）

４

行
政
機
関
の
長
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
満
了
前
に
あ
ら
か
じ
め
、
保
存
期
間
満
了
時
の

措
置
と
し
て
、
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
移
管
の
措
置
を
、
そ
れ
以
外
の

も
の
に
あ
っ
て
は
廃
棄
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
第
五
項

関
係
）

三

保
存

行
政
機
関
の
長
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
、
そ
の
内
容
、
時
の
経

過
、
利
用
の
状
況
等
に
応
じ
、
適
切
な
保
存
及
び
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
所
に
お
い
て
、
適
切
な
記
録
媒
体

に
よ
り
、
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条

関
係
）

四

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿

行
政
機
関
の
長
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
分
類
、
名
称
、



保
存
期
間
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
、
保
存
場
所
等
の
事
項
を
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
条
関
係
）

五

移
管
又
は
廃
棄

行
政
機
関
の
長
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
二
の
４
の
規
定
に
よ
る
定
め
に
基
づ

き
、
国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
し
、
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四

の
三
の
１
㈠
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
国
立
公
文
書
館
等
に
お
い
て
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る

場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
意
見
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）

六

管
理
状
況
の
報
告
等

１

行
政
機
関
の
長
は
、
行
政
文
書
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
１
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
文
書
の
適
正
な
管
理
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
行
政
文
書
の
管
理
の
状
況
に
関
す
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、



又
は
当
該
職
員
に
実
地
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
歴
史
公
文
書
等
の

適
切
な
移
管
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
国
立
公
文
書
館
に
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
関
係
）

七

行
政
文
書
管
理
規
則

行
政
機
関
の
長
は
、
行
政
文
書
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
に
協
議
し
、
そ

の
同
意
を
得
て
、
行
政
文
書
管
理
規
則
を
設
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
関
係
）

第
三

法
人
文
書
の
管
理

一

法
人
文
書
の
管
理
に
関
す
る
原
則

１

独
立
行
政
法
人
等
は
、
第
二
の
一
か
ら
三
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
、
法
人
文
書
を
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
し
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
分
類
、
名
称
、
保
存

期
間
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
、
保
存
場
所
等
の
事
項
を
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）



２

独
立
行
政
法
人
等
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
も

の
に
あ
っ
て
は
国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
の
三
の
１
㈡
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
国
立
公
文
書
館
等
に
お
い
て
利
用
の
制

限
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
意
見
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
関
係
）

二

管
理
状
況
の
報
告
等

独
立
行
政
法
人
等
は
、
法
人
文
書
の
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
関
係
）

三

法
人
文
書
管
理
規
則

独
立
行
政
法
人
等
は
、
法
人
文
書
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
法
人
文
書
管
理
規
則
を
設
け

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
関
係
）

第
四

歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
等



一

行
政
機
関
以
外
の
国
の
機
関
が
保
有
す
る
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
移
管

１

国
の
機
関
（
行
政
機
関
を
除
く
。
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
国
の
機
関
が
保
有
す
る
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
四
条
第
一
項
関
係
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
１
の
協
議
に
よ
る
定
め
に
基
づ
き
、
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
保

存
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
歴
史
公
文
書
等
を
保
有
す
る
国
の
機
関
と
の
合
意
に
よ
り
、
そ
の
移

管
を
受
け
、
国
立
公
文
書
館
に
移
管
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
関
係
）

二

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
等

１

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
永
久
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
内
容
、

保
存
状
態
、
時
の
経
過
、
利
用
の
状
況
等
に
応
じ
、
適
切
な
保
存
及
び
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
所
に
お
い

て
、
適
切
な
記
録
媒
体
に
よ
り
、
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

２

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
個
人
情
報
の
漏



え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
三
項
関
係
）

３

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
分
類
、
名
称
、
移
管
又
は
寄
贈
若
し
く
は
寄
託
を
受
け
た
時
期

等
の
事
項
を
記
載
し
た
目
録
を
作
成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
四
項
関
係
）

三

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
請
求

１

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
二
の
３
の
目
録
の
記
載
に
従
い
利
用
請
求
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第

一
項
関
係
）

㈠

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
行
政
機
関
の
長
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
次

に
掲
げ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合

⑴

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
行
政
機
関
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条

第
一
号
に
掲
げ
る
情
報

⑵

行
政
機
関
情
報
公
開
法
第
五
条
第
二
号
又
は
第
六
号
イ
若
し
く
は
ホ
に
掲
げ
る
情
報

⑶

公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な



わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
当
該
特
定
歴
史
公

文
書
等
を
移
管
し
た
行
政
機
関
の
長
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報

⑷

公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
又
は
捜
査
、
公
訴
の
維
持
、
刑
の
執
行
そ
の
他
の
公
共
の
安
全

と
秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
行
政
機
関
の
長
が
認

め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報

㈡

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
独
立
行
政
法
人
等
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に

次
に
掲
げ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合

⑴

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
情
報

⑵

独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
五
条
第
二
号
又
は
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
若
し
く
は
ト
に
掲
げ
る
情
報

㈢

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
国
の
機
関
（
行
政
機
関
を
除
く
。
）
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
国
の

機
関
と
の
合
意
に
お
い
て
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合

㈣

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
一
定
の
期
間
公
に
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
法
人
等
又
は
個
人



か
ら
寄
贈
さ
れ
、
又
は
寄
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
場
合

㈤

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
原
本
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
原
本
の
破
損
若
し
く
は
そ
の
汚
損
を
生
ず

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
保
存
す
る
国
立
公
文
書
館
等
に
お
い
て
当
該
原
本
が
現
に

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

２

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
１
㈠
又
は
㈡
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
歴
史
公

文
書
等
が
作
成
又
は
取
得
さ
れ
て
か
ら
の
時
の
経
過
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
第
二
の
五

又
は
第
三
の
一
の
２
の
規
定
に
よ
る
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
意
見
を
参
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
二
項
関
係
）

３

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
１
㈠
か
ら
㈣
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
、
１
㈠
⑴
か
ら
⑷
ま
で

若
し
く
は
㈡
⑴
若
し
く
は
⑵
に
掲
げ
る
情
報
又
は
１
㈢
の
制
限
若
し
く
は
１
㈣
の
条
件
に
係
る
情
報
を
除
い
た
部
分
を

利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
三
項
関
係
）

４

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
１
㈠
⑴
及
び
㈡
⑴
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史

公
文
書
等
に
つ
い
て
利
用
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と



す
る
こ
と
。
（
第
十
七
条
関
係
）

５

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
お
け
る
意
見
書
提

出
の
機
会
の
付
与
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
行
政
機
関
の
長
又
は
独
立
行
政
法
人
等
に
よ
る
利
用
請
求
の
取

扱
い
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
。
（
第
十
八
条
及
び
第
二
十
四
条
関
係
）

６

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
の
方
法
、
写
し
の
交
付
に
よ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る
手
数
料
等
に
つ
い

て
、
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
。
（
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
関
係
）

四

異
議
申
立
て
及
び
公
文
書
管
理
委
員
会
へ
の
諮
問

１

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
に

対
し
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
異
議
申
立
て
を
受
け
た
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
原
則
と
し

て
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
関
係
）

２

異
議
申
立
て
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
並
び
に
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
法
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十

二
条
関
係
）



五

利
用
の
促
進

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
一
般
の
利
用
に

供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
三
条
関
係
）

六

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
廃
棄

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
が
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
で
な
く
な

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
、
当
該
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
五
条
関
係
）

七

保
存
及
び
利
用
の
状
況
の
報
告
等

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
内
閣
総
理
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
関
係
）

八

利
用
等
規
則

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た



め
、
内
閣
総
理
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
、
利
用
等
規
則
を
設
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
七
条
関
係
）

第
五

公
文
書
管
理
委
員
会

一

内
閣
府
に
、
公
文
書
管
理
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
き
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
八
条
関
係
）

二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
第
四
の
六
の
規
定

に
よ
る
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
第
六
の
一
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
文
書
管
理
委
員

会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
九
条
関
係
）

三

委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
又
は
国
立
公

文
書
館
等
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
三
十
条
関
係
）

第
六

雑
則

一

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、



公
文
書
等
の
管
理
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
し
、
当
該
勧
告
の
結
果
と
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
関
係
）

二

地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ
の
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
て
必
要
な
施
策
を

策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
二
条
関
係
）

第
七

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
第
五
の
規
定
等
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

国
立
公
文
書
館
等
が
現
に
保
存
す
る
歴
史
公
文
書
等
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
関
係
）

三

国
立
公
文
書
館
法
、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
附
則
第
四
条
か
ら

第
十
二
条
ま
で
関
係
）


